
■「エッチにイジメてくる巨乳幼馴染ＪＫは、
　結局、僕のチンポに逆らえない」（仮）

（//状況ト書き）
（◆：声優様へ）

（♪SE：効果音）
ｖ＝ハート（変換下さい）

【正面・普通】

※位置は、マイク正面向かって声優様より

□①
イジメっこ幼馴染みに弄ばれて♪
～密室にて、オナ指示・顔面騎乗クンニ～

（//朝・クラスにて）

【正面・普通】

ふぁ～ぁ…眠ぅ…
ちょっと夜更かし、しすぎたかもな…

【正面・近く】

ん、朝からなんだよ？　あっちいけって。

アタシは今から、授業始まるまで

軽く睡眠取るんだからさ。

だいたい、幼馴染だからって、

クラスで馴れ馴れしく、話しかけてくるんじゃねーよ。

え？　ママにお弁当渡してくれって頼まれた？

ま、それなら貰うけどさ…
はぁ～っ…ったく何で、オマエに頼むんだよ。

だいたいさ、ガキの頃から、

やたらと世話焼きたがって…は？　ほっとけない？

（◆：少し照れつつ）

…そりゃあ、構われて、悪い気はしないけど。

けど、なんかプライド、傷つくんだよね～。

オマエみたく冴えないヤツに、心配されると。

しかも眠くて、イラついてるとき、

あ～なんか、だんだんムカついてきた。

なぁ、ちょっと放課後に顔貸せよ。



場所は体育倉庫、必ず来いよ。

もし逃げたら、アタシがそっちの家に行くからな。

（//体育倉庫にて）

（♪SE：重量感ある引き戸の開き音）

【正面・普通】

あはっ、来たきた♪

内心、マジでビビッてるくせに、

逃げずにちゃんと来る、オマエのそーいうとこ、嫌いじゃないよ。

【正面・近く】

んじゃ、さっそくだけど、チンポ出せよっ。

なにモタモタしてんだよ。

アタシの命令、聞けねえってわけじゃないよな。

【正面・密着】

だったら、そらっ、チャック下ろして、

チンポ見せろって。

（♪SE：チャック下ろし音）

【左・近く】

そうそう、素直が一番だよな～

へぇ～、まだ勃起してないのに、

案外、そのデカいって言うか…ごくっ…

【左・密着囁き】

はぁ、はぁっ…ったく、童貞のくせによ～
チンポだけは無駄に立派なもん、つけやがって…

【左・近く】

んじゃ、朝からアタシをムカつかせたケジメ、

つけてもらおっかな～♪

それじゃ、ここで男のオナニーってヤツ、

見せてくれよ。別に減るもんじゃねえし、いいだろっ。

ん、なんかよくわかんねえけど、手で扱くんだろ。

ほらぁ、さっさとしろよ。

（//手こきオナ指示開始）

ん、握ったら、掛け声ぐらいかけてやるよ。

んじゃ、いくぞ――し～こしこ、し～こしこっ♪



あは、こいつマジか、本当に扱いてやがる。

そらっ、もっと一生懸命扱けって。

し～こしこ、し～こしこっ♪

すっげぇ、だんだんビキビキにそり返ってきて、

先っぽから汁垂れてるし～、マジやらしい～ｖ

もっと速く、大きく手動かして、いいからな。

なんかすっげえ苦しそうで、大丈夫かぁ、くすすっ♪

はぁ～っ、小さいときから知ってたけど、

こうやって浅ましくオナってる姿見てると、

本当にオマエってどうしようもないヤツだよな。

アタシの、シコシコ、シコシコ♪　って声に
あわせて必死に手、動かして。プライドないのかよ。

そらそら、シコシコシコ、シコシコシコっ、

これぐらいの速さのが、気持ちいいんだろ？

硬くなった先っぽ、ビクビク震わせて、

なんだよ、もうイキそうなのか？

この早漏野郎。オマエのチンポ、ザコすぎだろっ。

ちょっとは我慢しろって。

シコシコシコ、シコシコシコっ。

【左・密着】

もう、我慢できないのか？

だったら、仕方ないな、五つ数えるから、

ゼロになったら出していいぞ。

【左・密着囁き】

そこまでは頑張って、

ちょっとは、男気（おとこぎ）見せてみろよ。

（◆：カウントダウン。数字はごぉ～っ、と焦らすように伸ばして）

【左・密着】

んじゃ、いくぞ。

５

もうチンポ、暴発寸前だよな。

手コキもすげえ勢いで、自分で扱くの

止められないのかよ。はぁ～っ、無様だよなっ。

４



オマエみたいな幼馴染、存在が恥ずかしいって。

けど、いじめるのは楽しいけど、くすすっ♪

３

ほらほらぁ、シコシコシコっ、シコシコシコっ、

もう、そこまで上がってきてるんだろ。

２

あと少しで、溜まったザーメン、気持ちよく出せるな。

びゅる～、びゅるる、びゅるるる～って。

１

尿道を押し拡げて、上がってきた濃い精液、

びゅぐびゅぐ、外に向かって、勢いよく噴きだせたら、

はぁ、マジで気持ちいいよな～。

【左・密着囁き】

ほらぁ、次で、いよいよ最後だぞ。

楽しみだよな。くふふっ。

んじゃゼーロ、って思ったけど、や～めた♪

【左・近く】

そらっ、手とめろって。オマエのきたねえオナニーなんて、

最後まで見たくないんだよ。

【正面・密着】

へへっ、勃起したままのチンポ、

すっげえ物足りなさそうに、ヒクヒク震えて、

エッチなおツユでいやらしく濡れちゃってるし。

はぁ、そーいうの見てると、

アタシも興奮してきちゃうんだよな、はぁ、はぁはぁｖ

ほらぁ、スカートまくってぇ、オマエに特別見せてやるよ。

ショーツのクロッチのとこ、ぐしょ濡れで、あふ、はふぅ、

エッチな匂い、すっごいだろ…

顔、近づけて、匂い嗅いでも…うん、そう…いいよ…ｖ

（♪SE：濡れショーツ擦りつけ音、以降）

んふ、くふぅ、はぁはぁ、調子に乗るなって。

鼻先で股間のところ、ぐりぐりしてくるとか、

変態にもほどが、あるだろっ。

あふ、んふぅ、ザコチンポのくせに、ナマイキなんだって。

（♪SE：ショーツ擦り停止）



おい、ストップだ。オマエ…今、自分のチンポ

扱こうとしてなかったか？

許可なくオナるなって。自分の立場、わきまえろよ。

けど、おまんこに、ちゃ～んと奉仕すんなら

手で扱いてやるよ。

んじゃ、そこのマットに仰向けになれよ。

うん、いいぞ。四つん這いのアタシが、そこに跨って、

はぁはぁ、尻をオマエの顔に向けるからな。

（//シックスナイン体勢）

【正面・近く】

んじゃ、アタシが上のシックスナインで、

ほらぁ、おまんこ舐めろって。

ちゃんと、んんっ、そう…ショーツの股をずらして、
直接舐めろよ、んふ、くふっ…んふぁ…ｖ

（♪SE：膣クンニ音、以降）

そうだ、はぁはぁ、んんっ、いいぞ。

アタシのいやらしいおツユ、舌でかき出したり、

吸ったり、んんっ、うまいなオマエ。

舐め犬として飼ってやってもいいぞ。

あん、あんんっ、そうだ、もっと奥も、舐めまわして。

舌でズボズボして、んふ、くふっｖ

もっと奥まで、舐めていいぞ、んふ、くふっ。

んん、もうちょっと、頑張れって。

もう、いいや、自分から――

（♪SE：膣クンニ音→以降、膣押しつけぐちゅ音へ）

（//顔面騎乗クンニ）

んあ、んああっ、オマエの顔面に体重乗せながら、

股をいっぱい擦りつけて、んんんっ、オナればいいんだよな。

息苦しそうだけど、我慢しろって。

そのぶん、アタシが、んふ、くふっ、良くなるんだからっｖ

んじゃ、顔オナしながら、ひぁ、ひぁぁ、んひぁっｖ

手でチンポ、扱いてやるよ。



（♪SE：手コキ音、以降）

指先を亀頭に絡めて、先っぽから根元まで、

それっ、それそれっ、ねちっこく扱いてやるからな。

今度はアタシの手コキだからな。

自分でするよりも、断然、いいだろっ。

こっちも、オマエの顔で良くなるの、

いい、マジでいいっ、鼻とか口のでこぼこが、

おまんこのビラビラに絡んで、あ、ああ、あふぁっ、

感じすぎて、これクセになるって、んぁ、んあぁッｖ

なんだよ、このチンポは。顔面騎乗されて、

こっちが体重掛けるたびに、勃起すごくなって……
はぁ、はぁっ、マゾにも程があるだろっ！

んじゃ、こっちも竿全体を扱くだけじゃなく、

先端の敏感な場所を重点的に、扱きまくってやるよ。

それっ、それそれっ。

すげえビクついて、アタシの手の中で、

チンポが切なそうに跳ねまくって、はぁはぁ、

すげえいやらしくて、たまんないな。

な、出したいんだろ？　思い切りびゅぐりたいんだよな？

けど、簡単には射精させないからな。

手コキを速くしたり緩めたりして、とことん焦らしてやるから。

出したかったら、アタシのおまんこに全力で奉仕しろって。

あはぁ、んはぁっ、そうっ、その調子ぃｖ

舌を押しこんで、ぢゅぱぢゅぱ愛液啜って、おまんこ、

もっとぐちゅ混ぜにして、バキュームしまくっていいからっｖ

（♪SE：手コキ音フェードアウト）
（♪SE：膣押しつけぐちゅ音、激しく）

んあ、んああっ、んふぁああっ、ダメ、ダメだって。

もう腰、とまんないっ。ぐしょ濡れのおまんこっ、

オマエの顔面に擦りつけるの、たまらなく感じるぅｖ

くひ、ふひぃ、んひぃぃッ、や、ヤバいって、

ごめんっ、全然手加減できないヤツから、んう、んううっ、

すぐイクからっ、ち、窒息すんなよ？　頑張れよっ。

はひ、くひぃ、んっひぃんっｖ



マジで感じまくってぇ、大好きな幼馴染ぃ、

いじめながらの、顔面騎乗オナっ、最高すぎぃｖ

ふひぉ、おひぉぉ、はっおぉぉーッｖｖ

もう、イクぅ、イクぅぅッ…イグぅんっ…ｖ
んふぁ、くふぁぁ…んあああッ…ｖ
んっはぁああぁーッｖ

（♪SE：膣押しつけ停止）
（♪SE：潮吹き音）

んふぁ、あふぁぁ、おまんこから、エッチなお汁ぅ、

ぶしゅぶしゅ溢れてぇぇ、マジぃ、最高にいいのぉーッｖ

はぁ、はぁはぁ、気持ち良かったぁ…
けど、オマエの顔、潮吹きでドロドロだよな♪

ん、手コキは終わりだよ。だってアタシは満足したし。

そらっ、まだ終わってないぞ、んん、んんんっ！

（♪SE：潮吹き音）

あははははっ、大丈夫か？　すっげえむせてるぞ。

いくらオマエでも、愛液ぶっかけされて、

それで溺れ死んじゃうなんて、さすがに格好つかないだろ。

そうだ。明日もたっぷりと可愛がってやるからさ、

精液、しっかりと溜めて来いよ。

絶対に家でオナニーすんなよ。いいなっ！

□②
保健室でこっそり騎乗位セックスｖ

（//保健室にて）

（♪SE：保健室ドア開け音）

【正面・普通】

よ～し、保健の先生、いないみたいだな。

ベッドも空いてるし、丁度よかった。

放課後は保健の先生、たま～に、いない日あるんだって。

来いよ、ほらっ。もたもたすんなよ。

ベッドに乗れって。



（♪SE：ベッドぽふ音）

【正面・近く】

オマエはベッドに座ったまんまでいいから、

アタシが、服を、んしょっと、脱いでぇ…

あはっ、貴重なナマおっぱい、見せてやってるんだから、

はぁ、はぁっ…ありがたく思えよな…

（//パイズリフェラ）

んじゃ、チンポ出せって。

（♪SE：チャック下ろし音）

へえ～っ、昨日から我慢してるだけあって、

ガッチガチで、すっげえ勃起っぷり♪

先走り汁、滲んで、やらしい童貞チンポだな。

授業中もセックスのことばっかり考えてたのかぁ？

いつもアタシの胸、エロい目で見てるからな～。

たまには、サービスしてやるよ。

それにパイズリフェラに興味あるから。

実際、どんな感じかなって思ってさ。だからオマエで試させろって。

それじゃ、おっぱいで、んんっ、

いやらしくそり返ったチンポ、挟んじゃうからね。

掴まえたぞ。熱くて硬いヤツぅ、ナマ乳に直接当たって、

はぁ、マジで上がってきたって、これ。

このままおっぱいで根元を扱きながら、はふ、あふぅ、

先っぽをれろ、んれろっ、舐めて。もうやる気充分だな。

んじゃ、咥えるぞ。

（♪SE：パイズリ音、以降）
（◆：フェラ呂律回らずで）

あむぅっ、んちゅばちゅ、ちゅぶぅ…
このまま気持ちよくしてやるから、いきなひ射精とか、

するんじゃねーぞ、はぁはぁ、出す前に言えよっ。

あ、こいつ、アタシの口の中れぇ、んれろ、れろぉ、れろるっ、

ナマイキにまた大きくなりやがって、はぁはぁ、

このサイズ、ヤバいヤツだろ、んちゅばちゅぶ、ちゅぶぅｖ

んれろ、れろれる、んれろろぉ…なんだよ、これ、



まだ、はぁはぁ、パイズリフェラ始めたばっかなのに、

精液の匂い凄くて、もうそこまで来へんのかよ。

んちゅば、ちゅばちゅぶ、んちゅぶぼっｖ

マジで、昨日から出してないんだな？

ツラそうな感じでさ、すぐにわかったよ。んちゅば、

ちゅぶ、ちゅぶちゅぱっ、アタシの言うこと真に受けすぎだろ。

はふ、んふぅ、まだ出すな。出すなよっ。

んぢゅば、ぢゅぶっ、じゅぼぢゅぼ、んぢゅぶぅｖ

アタシがチンポのドスケベ味、堪能してるんだからな。

もう少しらけぇ、我慢しろよ、ちゅぽちゅば、

ぢゅぶぅ、んぢゅぶ、ちゅばっｖ

ちょ、じっとしてろって。んぐ、うぐぅ、

んう、んううっ！　ぶっといチンポ、動かすなっれぇ…！

んぶ、くふぶぅっ…喉にひ、んぐ、んぐぐぅ、
硬いの押しこんれきてぇ、何やってんだよ。

オマエ…調子に…の、乗るなっれぇ…
んう、んうう…えう、えううっ…

口の奥ぅ、そんらにズボズボされたら、

んえ、んええっ…窒息して、息ぃ、できなひぃ…

それにチンポ、ビクビク跳ねまくっれ…
んんぶぅッ…これぇぇ…ま、まさかっ――

（♪SE：射精音　３秒）

んぶぅ、はぶぶぅ…んっぶぶぅ…
急に出すなって、言ってるのに。

しかも口の中に、ぶちまけやがっへぇ…

んんっ、仕方ねえから、飲んでやるよ…
んくんく、んくくっ…ぷはぁ…っ…ｖ

（◆：フェラ停止）

はぁはぁ、オマエの生臭いザーメン、飲んじまった…
溜まってたとはいえ、早漏すぎだろっ。

【正面・密着】

お仕置きが必要だよなぁ。



ん、おらっ、聞いてるのか？

【左・近く】

手始めに両方の乳首をぎゅうううって、ツネりながら、

一緒に引っ張ってやるよ。そら、そらっ。ぐいい、ぐいいいっ。

なんだよ痛いくせに、全然抵抗しねえな？

もしかして胸の先、摘まみあげられて悦んでるのか？

そーいう風に責められて、よがる変態をマゾって言うんだよなぁ。

オマエのことだよ、このマゾっ。

アタシにいじめられすぎて、完全にマゾ悦び覚えちまったな。

そらそらっ、乳首が千切れるぐらいツネってやるよって。

ぐいい、ぐいいい、ぐいいいいっ。

【正面・密着】

すげえ感じてるわりには、チンポの反応が乏しいよな。

う～ん、一回出してるもんな。

だったら、胸責めるのはやめるか。

オマエは座ったままでいろよ。

足で直接、踏んでチンポを責めてやるから。

【正面・近く】

ソックス履いた足で、おらおらっ、

チンポの竿を踏んでいくぞ。

ふにふに柔らかくて、このまま一気に体重掛けたら、

潰れちまいそうだよな。やっぱイジめてるとゾクゾクするぅｖ

んじゃ、もう少しいくぞ。今度はつま先で、

玉袋をぐり、ぐり、ぐりりっ。

こっちのほうがよさそうだな。

だんだんチンポ、おっ立ってきてるぞ。

もっと強めに、玉々の柔らかいところを、

ぐりぐり、ぐりりっ、ぐりぐりぐりっ。

だいぶ大きくなってきたな。んじゃ、このまま

勃起した竿を足で踏みように扱いてやるよ。

ほらっ、ほらほら、ほらぁっ。カウパーだだ漏れで、完全復活だな。

【正面・密着】

ん、どうしたんだよ。アタシのショーツばっかりジロジロ見て。

ナマイキにもセックスしたいとか、思ってるのか？

【右・近く】



あはっ、いいこと思いついた♪

【右・密着囁き】

なぁ、セックス、させてやってもいいぞ。

ただしアタシの手コキ責めに耐えられたらだけど。

（//手コキ耐久１分２５０文字換算／３分７５０文字で仮設定）

（♪SE：手コキ音ゆっくり、以降）

【右・密着】

んじゃ、いくぞ。オマエの勃起チンポに指を巻きつけて、

シ～コシコ、シ～コシコ。ゆっくり扱いていくぞ。

そうだな、三分ぐらいは頑張れるよな？

もし我慢できたら、おまんこに入れていいから。

けど、早漏チンポに耐えられるかな？

先端から根元をねちっこく、シ～コシコ。

ふふっ、もう竿びくつかせて、反応速すぎだろ。

まだ始まったばかりだぞ。シ～コシコ。

やっぱりカリのとこが感じやすいのか、

んじゃ、指で作った輪っかで、エラのあたりを、

コスコス、コスコスっ、集中して責めてやるからな。

【右・密着囁き】

あは、チンポ震えて、コスコスっ

ここがいいみたいだな。先っぽから、おツユ溢れさせてるぞ。

一気に責めたら、すぐギブアップしそうだな？

（♪SE：手コキ音激しく、以降）

【右・密着】

んじゃ、そら、そらそらっ、激しくいくぞ。

シコシコ、シコシコっ。

感じやすい先っぽに指先を軽く絡めながら、

シコシコ、シコシコシコっ。

カリのエラのところも指先を引っかけるように

撫であげて、クリ、クリクリ、クリリっｖ

玉々がきゅって引きあがって、出したくって、たまらないんだよな？

ガチガチに張ったエラが震えまくって、

手のひらに射精寸前のヒクつき、直接伝わってきてるって。

ドロドロの精液、先っぽまで上がって来てるぞ。

腰まで浮かせて、ハァハァ息乱して、もう限界だよな？



だったら――ほらっ、ほらほら、ほらぁ♪
出せ、出せ出せ出せ、このまま気持ちよく射精しちまえ。

どびゅるる～。吐き出したらラクになれるぞ。

そらっシコシコシコ、シコシコシコっ。

（//二分半ほどで、雁首フェラ責め・時間は仮設定目安）

【正面・密着】

んんっ、まだ頑張るのかよ？

【正面・近く】

だったら…アタシの口で、
ザーメン、しっかりと、搾りだしてあげるよ。

こうやって――あむぅっ……

（◆：フェラ呂律回らず）

咥へこんだカリを、んちゅぱ、ちゅぶ、ちゅばっ、んちゅぶぶぅ

ほらぁ、出へぇッｖ　口まんこに、ちゅぼちゅぶ、

熱々のミルク、どびゅどびゅっ射精しひゃえーっ。

じゅばちゅば、ぢゅばぶ、んぢぅ、ぢぅぅ、んっぢゅるるぅぅッｖ

（◆：フェラ停止）

ぷはぁ…っ…ぜぇ、はぁはぁ…
よわよわの早漏でザコチンポのくせに、

我慢しちまうなんてナマイキなんだよ…クソっ…

わかってるよ、約束だからな。セックス、すればいいんだろ。

ま、別にしたくないってわけじゃないんだけど、

けど…こんなぶっといの…ごくっ…入るのかよ…

（//騎乗位）

んじゃ、オマエはベッドに仰向けになれよ。

アタシが上に跨って、んしょっと――

腰を下ろして、いくからな。おらっ、じっとしてろよ。

こんな太いの、ありえないだろ…ホントに…

（♪SE：挿入ぐちゅ音）

んあ、んああっ、先っぽだけで、

まだ、全然、入ってないのに、ふひ、くひぃ、

この太さかよ、んい、んいいいっ…ｖ



ひあ、ひあああっ、亀頭がデカすぎてぇ、

おまんこの拡げられて、ぐ、ぐぐ、苦しいぃぃ…

ぜぇはぁ、こんなにぶっといの入るのかよ…
くう、くうう、んうううっ…けど、約束だもんな。

はぁはぁ、あと少しで…んぐ、んぐぐ、ふぐぐぅっ…
は、入ったぁ…はふ、あふぅ…

【正面・密着】

一番、奥まで硬いのが、当たって、んひ、はひぃ、

腰を軽く揺さぶるだけで、子宮まで響くぅ…ふぅ、ふぅっ…

アタシのおまんこ、はひ、ふひぃ、拡がりまくって、

このまま元に戻んなくなったら、どーすんだよ？

そんときはオマエが責任、取れよなっ。

【左・密着】

そ、そんじゃ、少しずつ、んう、んうぁッ、

動いて、いくからな――

（♪SE：ピストン音ゆっくり、以降）

んい、んいいっ、これだけ極太チンポだと、

張ったエラのところ、んひ、くひぃっ、おまんこに擦れてぇ、

マジで気持ちいいの、く、クルぅ、キちゃうってぇｖ

ふひ、はひぃ、んいいっ、はぁはぁ、

それにお腹張って、苦しい、んあ、んああっ…

身近に、こんな凶悪なチンポ、あったなんて、

あぐ、んぐぅ、ふぐぐぅ、やっぱり信じられないって。

はふ、あふぅ…だんだん、おまんこもこなれてきて、
だいぶ濡れてきたし、スムーズに動けそうだな…

じゃあ、少しずつ、大きく動いて、

んあ、んああ、いくからな。んふ、くふぁッｖ

はひ、くひぃ、これだけデカいチンポだと、

食いごたえ、全然、違うっていうか、すげえって。

【左・密着囁き】

おまんこの感じやすいところ、くひ、ふひぃ、んっいいっｖ

ゴリゴリされて…いい、いいの、気持ちいいっｖ

【左・密着】

これぇ、本当にヤバいヤツだろっ、くう、くうう、んううっｖ



たまらなさすぎてぇ、幼馴染のオマエ相手なのに、あひ、あひぃ

いやらしく腰ぃ、んいい、振り立てちまう、あ、ああ、あああっｖ

濡れたあそこから、エッチなお汁、溢れてぇ、

んあ、んああっ、お腹の中ぁ、蕩けてぇ、ひあぅ、ひあぁんっ、

頭、おかしくなるぐらい、このチンポ、感じるぅｖ

（♪SE：ピストン音激しく、以降）

【正面・密着】

もっといっぱい動くけど、いいだろっ。

そっちも気持ちいいんだよな。あん、あんあん、あんんっｖ

【右・密着】

このチンポっ、太さも、硬さも、全部、最高だってぇｖ

あひ、くひぃ、動くたびに、はひぃんっ、

硬い先っぽが……子宮までぇ、ひぉ、ひぉぉっ、
ズンズン来てっ、くひ、はひぃ、脳天、マジ痺れるぅッｖ

オマエも腰、突きあげてきて、いいよっ。

ていうか、むしろ積極的に動けって。

幼馴染のアタシのこと、ず～っと気になってんだよね？

だったら、もっと激しく、強く、来てっ、

あう、あうっ、あうぁッｖ

せっかくセックスしてあげてんのに、

なんで苦しそうなんだよ、んひ、ふひぃｖ

中で、くうっ、くううっ、チンポがビクビク跳ねてぇ、

これ、まさか射精しそうなのかよ？

これから、いいとこなのに。出すなよ。

そらっ、頑張れ、頑張れ。耐えろってッ！

て、手加減とか、絶対ムリだけど、けどオマエは出すなっ。

先に、あ、ああ、あああっ、イクのはっ…
アクメって良くなるのは、アタシのほうなんだからっ！

【右・密着囁き】

あぐ、ひぐぅ、んぐぐぅ、チンポ先ぃ、

子宮の入り口にぐりぐり当たって、はひ、あひぃ、

デカチンポで奥ぅ、くひぃ、責められるの、

んんいっ、ハマっちまいそうっ…

【右・密着】

ふぉぅ、んふぉぉっ…いっぱい奥に来てぇ…
はぁはぁ、こっちもあとちょっとで、イクぅ、イクからっ…



オマエも踏ん張れって、なんだよ。

どーせ、アタシのこと好きなんだろ？　だったら、頑張れって。

ここで出したら、負け負けのよわよわチンポだからな。

ひぐ、あぐぐ、んぐぐぅ…くふぅんッ…んんんっ…
なんだよ、これぇ、中でチンポ、暴れまくって――

（♪SE：ピストン音停止）
（♪SE：射精音　３秒）

【右・密着囁き】

ひぁああぁんっ…熱くて、濃いの、びっしゃびしゃぁ、
おまんこの奥に来てぇ…まさか…中に、出されてるのかよ…

（♪SE：射精音　３秒）

【右・密着】

はう、はうう、んっうううう…ｖ
ちょ、ちょっと…アタシだって、今イキそうだったのに…

ふぅ、ふぅっ…勝手にイってナマ出しとかぁ…
ぜぇはぁ、マジで、最低だろっ…もう少し頑張れよぉ…

【正面・密着】

アタシとしたい一心で、すげえ耐えたくせに、

おまんこで扱かれたとたん、また早漏かよぉ…

【正面・近く】

本番に弱いとか、そーいうところでオマエらしさ、

発揮しなくていいからさ。このクズチンポっ！

（◆：小声で）

ううっ…せっかく、気持ちよくなれると思ったのに。
中途半端で終わったから、あそこが欲しがったままで…
結構、シャレにならないかも…あふ、くふぅ…ｖ
ウチ帰ったら、一人で…するかぁ…はぁ～っ……

（◆：主人公に話しかけられて）

え…なんだよ、それ…？
私の中が、気持ちよすぎたって…それ、照れるな…
一応、ほめてくれてんだよな…？

しかも、名器って。

それ、アタシのおまんこのこと、褒めてんの？

なんだよ調子いいな。どうせ、また、やりたいだけだろ？

ふざけんなって。早漏のザコチンポっ。



もう、いいから、一人でシコって寝てろよ！

□③
チンポいじめのはずが、逆襲されて　～屋上で金網押しつけ、立ちバック～

（//昼休み・屋上）

【正面・普通】

はぁ～っ、昼休みの屋上、涼しくて最高♪
この時期はやっぱりいいよな。

ん、どうしたんだ？　イヤそうな顔しやがって。

もう弁当食ったんだろ？　じゃあ、オマエの自由時間は終わり。

アタシに付き合えって。

ん？　忙しいだと？　そんなん言える立場か？

自分勝手にさっさとナマ出ししたヤツがよ。

（◆：小声で）

…あれから、おまんこ疼いて、大変だったんだからな。
まったく、ヒトの気も知らずに…

あ、いやいや、なんでもないよ。

こっちのことだから。

【正面・近く】

それじゃあ、今日は、と…
どう、エッチにいじめてやろうかなぁ？

ん、どうしたんだ？　くんくん、アタシの匂いをかいで。

ちょ…やめろって、しかも勃起までしてさ…

何で２人きりになった途端、股間膨らませてんだよ。

は？　良い匂い？　なんだよ、それ。

アタシがメスの匂いさせて、興奮してるって言いたいのか？

んなわけねーだろ。お前相手に発情してたまるか。

んじゃ、とっととチンポ出せって。

昼休みの間、たっぷりと、いじめてやるからな。

（♪SE：チャック下ろし音）

またぁ、こんなギンギンになりやがって、



鉄の棒でも、入ってるみたいだよな？

タマもパンパンに膨らんで、

こんなんで、もし中に出されたら、確実に妊娠しちゃうな。

安全見て、一回出しとくか。ああ、屋上でヤラせてやるよ。

ってか、オマエも、そのつもりだったんだろ？

んじゃ、抜く前に…ちょっと、その体で遊ばせろよっ。

チンポもいいけど、まずは乳首からいくか？

制服の上着脱いで、シャツたくしあげて。

んふふっ素直なのが一番だよな。

（//乳首舐め）
【正面・密着】

んじゃあ、はぁ、はぁ、オス乳首、舐めてやるよ。

立ったままでいいから。

左から、硬くなった乳先のまわりを、

んれろ、れろぉ、れろれる…
あふぅ…れろれろ、んれろるっ…

はぁはぁ、このまま膨らんだ先っぽ、吸ってくぞ。

ちゅぱ、ちゅば、んちゅばっ、ちゅぶぅ…
ちょっと、じっとしてろって、んぢゅぶ、ぢゅぱっ…
だいぶ感度、上がってきてるよな。ここ？

このまま右も、乳首に触れないように、周りから、

んれろ、れろろ、れろれるぅ、んれろっ、はふぅ…

んじゃ、乳先も、んちゅばっ、ちゅばちゅ、んぢぅ、ぢぅぅ、

吸うたびに、どんどん大きくなって、勃起してる感じ、

すっげえダイレクトに伝わってくる。んちゅば、ちゅぶれろっｖ

はふ、あふぅ、まったく責めがいのあるヤツだぜ。

乳首舐められながら、アタシの太ももに、

勃起チンポ押し付けてきて、手コキのおねだりかよ。

（//乳首舐め手コキ）
んん、いいぜ、このまま、もう一回、左の胸を吸いながら、

んちゅばちゅぶ、ちゅぶちゅば、んれろれる、れろるぅ、

チンポもシ～コシコ、扱いてやるからな。

（♪SE：手コキ音ゆっくり、以降）

ちゅぱちゅぶ、ちゅばれろ、シ～コシコ。

あふ、はふぅ、気持ちよかったら、声出してもいいぞ。

屋上だし、ちゅば、ちゅぱっ、んぢぅ、誰も聞いてないって。



シ～コシコ、ぢぅぶぅぅ、ぢぅるるっ、んぢぅるるる～っｖ

ぷはぁっ…ｖ

左乳首、もうビンビンだな。

チンポと同じで、どこに出しても恥ずかしくない勃起ぶりだよな。

んじゃ、右の胸も、んれろ、んれろぉ、れろちゅば、ちゅぶぅ。

勃起したオスもシ～コシコ、いっぱい扱いてくぜ。

んちゅばちゅぱ、れろちゅぶっ、シ～コシコ。

ぜぇはぁ、硬くなったチンポ先から、カウパーだだ漏れで、

さっそく射精しそうだな。ちゅぱ、ちゅばっ、んぢぅるぅｖ

もう少し頑張れよ、早漏っ。ぢぅぅ、んぢぅぅ～っ、シ～コシコ。

じゅるぅ、ぢぅるるぅーッｖ　んぷはぁ～っｖ

（♪SE：手コキ停止）

もう竿全部が脈打って、出させてって言ってるな。

んじゃ、アタシがオマエの前にひざまずいて、はぁ、はぁ…
オスの匂いを堪能しながら、手コキに専念するからな。

（//跪き手コキ）

【正面・近く】

んしょっと、はぁ～っ、濃い精液の香り、

肺いっぱいで、たまらなく興奮するぅ、はふ、はふぅ…ｖ

（♪SE：手コキ音ゆっくり、以降）

そらっ、シ～コシコっ、

手をエッチに滑らせて、気持ちよくしてやるから。

体の力抜けって、それっ、シ～コシコっ。

ん、なんだよ、射精寸前で余裕ないくせに、

上から、アタシの胸の谷間、ガン見すんなって。

え？　おっぱいにだしたい？

変態かよ。なんで、そんな真似させないと、ダメなんだよ。

んんっ、このチンポが射精しそうなのか、はぁはぁ、

アタシの胸に、びゅぐびゅぐぶちまけたいのか？

せっかくだから、ボタン外して、

そらっ、ブラ付きのおっぱい、見せてやるよっ。

（♪SE：手コキ音激しく、以降）



けど見せるだけだから。そらそらっ、シコシコ、シコシコシコっ。

わかってるよな？　アタシの許可なく、出すんじゃねえぞ。

なんてこと言っても、オマエが約束守るわけねえしな。

というわけで、シコシコ終わり～。

（♪SE：手コキ音停止）

へへ、だってザーメン噴きかけのチンポ、

扱きまくったら、絶対射精するだろっ。

んで、アタシの胸にぶっかけするつもりなんだよな？

そーいう手には、引っ掛かったりしな――

（♪SE：おっぱい擦りつけ、ぬちゅ音以降）

って、んい、んいいっ、胸に勃起チンポ、

擦りつけてくんなって。このマゾ野郎っ、やめろって。

先走り液、溢れさせて、ぬるぬるしてるの、

あふぅ、んふぅぅ、気持ち悪いんだよっ…はぁ、はぁっ…

はぅんっ、はぅぁ…んふぁっ、硬くなった先っぽ、
乳首に絡んでぇ、ふひ、んひぃ、いい、いいのぉ…

もう、いいだろ…
こんなん、マジでクセになったら…どーすんだよっ。

んい、んいいっ…な、なんだよ…
おっぱいに、押しつけたチンポっ、ビクビク跳ねてっ…
この展開、や、やっぱりっ…！

（♪SE：擦りつけ、ぬちゅ音停止）
（♪SE：射精音　５秒）

ひゃうっ、ひゃいいぃぃッ…臭くって、熱いのでぇ…
アタシのおっぱい、どろっどろぉ…ｖ

ぜぇ、はぁはぁ…射精された、精液ぃ…
胸の谷間に溜まって、ブラの中にも来てぇ、はう、はうう…

んんっ、ブラ、ズリ下げて、はぁはぁ、

これぇ、乳首の先にまで垂れて、いやらしすぎだろ…っ…

ヤダぁ、はぁはぁ、乳輪のあたり、指でさわって…
んい、んいい、んひゃいい…
精子のぬるぬる、おっぱいに広げんなってぇ…



（//立ちバック）

【正面・普通】

んじゃあ、時間もないし、さっさと入れろって。

今日は屋上だし、座るとこもないから、はふ、あふぅ…
立ったまま、バックで…いいよな…

【正面・近く】

んじゃ、そこの塔屋の壁に手をつくから…って、
何してんだよ…だからぁ、がっつくなって…

お、押されたら、バランスが…
っととととと…っ…！

（♪SE：金網ガチャ音）

いやいや、ここはマズいだろ。

金網の端だと校庭から、まる見えじゃん。

って、聞いてんのかよっ…

んぁッ、んあふぅッ…硬いの、お尻にぃ…
ふひ、くひぃ、擦りつけて、んんっ、くんなって。

さっき射精したばっかなのに、この勃起っぷり…ごくっ…ｖ
オマエ、チンポだけは本当に凄いよな…

でもさ、ここだと校庭から見えるから…
な、もう少し奥まったとこで――

（♪SE：挿入ぐちゅ音）

（◆：以降絶頂まで、耳から遠いシチュを生かして、声張って激しく喘ぐ感じで）

【正面・やや密着】

んぐ、ふぐぐぅ、んぐぐぅ…オマエ、マジモンの露出狂かよっ。
見えるって言ってんのに…んあ、んああっ！
チンポぶっ刺しやがって…はひ、くひぃ…ふぅ、ふぅっ…

規格外のデカマラのふ、不意打ちぃ、

こ、こんなにすごひなんてぇ、ぐ、ぐうう…ヤバいぃッ、
おまんこ、入れられただけで、壊れ、そうだってぇ…

ぜぇ、はぁはぁ、なんとか奥まで呑みこめたけど…
オマエ、入れるときは入れるって、声かけろよなっ。

（♪SE：ピストン音ゆっくり、以降）



（♪SE：金網ガチャ音）

ふぐぅ、んぐぅぅ、あぐぅんっ…ｖ
だからぁ…今、みたいな、ときだってぇ…

あひ、はひぃ、んいいっ、いきなりピストンとか、

してくんじゃねえって。んあ、んああ、んあああっｖ

極太チンポで、あう、あうぁっ…アタシの中ぁ、
あ、ああっ、めちゃくちゃに混ぜられて、即濡れぇしちまってるｖ

ううっ、けど、なんかよ、ここでズボズボされてると、

校庭から見られてるみたいで、恥ずかしくて…

な、もう少しずれてくれよ、いいだろっ…
あん、あんあん、ってピストンに必死でガン無視かよっ。

本当に見られたら、オマエも同罪なんだぞっ、

わかってんのかよっ…んひ、ふひぃ、くいいっ…ｖ

ぶっといチンポでおまんこの敏感なとこ、

ぐりぐりされるの、マジで気持ち良くって、

そこ、よ、弱いかも…って、ひう、ひううっ…

（♪SE：金網ガチャ音）

だ、だからってオマエ、また調子こいて、

激しく責めてくんなって！

（♪SE：ピストン音激しく、以降）
（♪SE：金網ガチャ音）

ひんっ、ひんひんっ、感じるところ、

そんなに激しくぅ、ぐちゅ混ぜにされたらっ、

これ、なんにも考えらなくなるだってっ、ああ、あーっｖ

ちょっとは、んい…ゆっくりっ、くいい…しろってぇｖ

ひあ、ひああっ、おまんこのＧスポット、ヤバいぃぃ、

今までも感じるって、お、思ってたけど…くう、んううっ、
オマエみたいな情けないマゾに、よがらされて、

ひぐ、ひぐぐぅ、開発されちまってるっｖ

（♪SE：金網ガチャ音）

あっ、あっあっ、ああっ、むき出しのおっぱい、

んひ、くひぃ、金網に押し付けられて…下に聞こえるって…



あく、んくぅ、見られてるって思うと、ますます変な気分で、

胸の先ぃ、勃起してきてぇ…あうう、恥ずかしすぎなんだよ…

ひぃ、ひぃんっ、んひぃッ…硬くなった乳首、敏感で…
しかも、んく、くふぅ、んふぅんっ、金網に、いやらしく擦れて、

あく、んくっ…ふい、ふいいっｖ

感じまくって、あひぁんっ、おかしくなりそうっ…ｖ
こんなアヘった顔、見られたら…アタシ、学校に来れないって。

なのに、んあ、んああっ、おまんこ良すぎてぇ、

自分から、お尻突きだして、いやらしくおねだりしちまうっｖ

ダメだって、わ、わかってるのに、

自分でドスケベなセックスぅ、もうやめられないっｖ

あぐ、んぐぅ、ふぐぐぅ、またぁ、ズボズボ、すごくなっれぇ、

そんなのムリ、ムリぃ、んあ、んああっｖ

よがりまくって、おバカになるって、ひう、ひうぐ、ひううっｖ

これ以上は…ら、らめぇ…らめなのぉ…ｖ
ひぎ、ひぎぅっｖ　イグぅぅぅ…ｖ

イグイグイグぅっ、イグのぉーッ…もう、ほんろにぃ、
ムリぃぃ…やはぁあああぁあぁーッｖ

（♪SE：ピストン音停止）
（♪SE：射精音　５秒）

あ、あああ…ああはぁぁあぁぁ…っ……ｖ
イってる最中のおまんこに、中出しぃぃ…ふひ、くひぃぃ…

もしかして、校庭のみんなに、見られながらぁ、

だ、出されてるかも…って思ったら…はぁはぁ、はぁっ…
すっごい感じちまって…ｖ　またぁ…い、イクぅッ…！

んあ、んああっ、んっあぁああぁーッｖ

ぜぇはぁ、はぁ…出されてぇ、あふ、はふぅ…
あぇ、あぇぇ……あへぁぁ……またぁ、アクメぇ、しちゃったぁ…

た、たぶん…見られてないと、おもうけどぉ……
はふ、くふぅ、もし見られてたら……オマエも同罪だぞ……

あ、でも…まだ昼休み、終わってないし…
もう少しチンポ入れたままで……いいぞ…ｖ

っていうか、これは…別に…オマエが好きすぎて、



はぁはぁ、離れたくないって、わけじゃないからな。

そこのところ、勘違いすんなよっ！

□④　僕のチンポでわからせ種付けプレス！

（//ヒロインの部屋にて）

【左・近く】

ん、なんだよ、そわそわして。

もしかして、緊張してんのかよ？

そーいえば、オマエがアタシの部屋に、遊びに来るのなんて、

しばらくぶりだもんな。三年ぶり？　いや、もっとかな？

小学校の頃はよく来てたのにな。

【左・密着囁き】

んじゃ、さっそくエッチなことしようぜ。

もちろんオナニー禁止命令は、守ってきたよな？

【左・近く】

ん、なんだと？　それ、どういうことだよっ！

今日は祝日だし、ウチの親いないから、

１日中セックスするって言っただろ？

なのに、昨日また、オナニーしたのかよ…

【正面・近く】

はぁ～っ…今日のこと想像して、
オナニー我慢できなかったなんて、マジかよ…
いやいや、勃起が苦しかったとか、理由になんねえし。

けど、それってさ、

アタシとすっげえセックスしたかった、ってことだよな？

あはっ、そう思うと悪い気しないな。

（♪SE：ベッドぽふ音）

んじゃ、ベッドに上がって、早く来いよ。

って、なに、もたもたしてんだよ。

（♪SE：ベッドぽふ音）

股間パンパンにさせやがって、

チンポ先もカウパーで濡れてるんだろ？

煮え切らないヤツだな、それとも…



もしかして、焦らしプレイのつもりかよ。

だったら、アタシから脱ぐからな。

（♪SE：脱ぎ衣擦れ）

制服の上も下も脱いで、と。

仕方ねえから、ショーツも、んんっ。

全裸になったら、ちょっとはその気になるか？

って、何、勝手にヒトの裸、見ながら、

チンポ擦りはじめてるんだ？

そりゃあ、アタシの素肌見て、ギンギンにしてくれてるのは、

うれしいけどさ…セックスさせてやるってのに、シコりはじめやがって…

見抜きってヤツだろ、それ。

はぁ～っ、マジで変態レベル、上がりすぎだろっ。

（//見抜きオナ指示）

はぁ～っ!?
おまんこにぶっかけしたい、だとっ？

なんで、そんな…ま、後で入れてくれるなら、いいよ。

それじゃ、恥ずかしいけど、はぁはぁ、股を、んんっ、

大きく開いて、おまんこ露出させるからさ、しっかり扱けよっ。

んふぁぁ、指でくぱぁしてぇ、ぬかるんだ中のヒダヒダも、

内側の粘膜まで、丸見えだろっ、ほらぁ…ｖ

そらっ、さっさとシコシコしろって。

ううっ、アタシのほうはガン見されてるだけで、

体の芯がいやらしく疼いてぇ、はぁはぁ…

中からラブジュース…どぷどぷって、溢れて…
はひ、くひぃ…止まらなくなってきてっ…ふぅ、ふぅっ…ｖ

もっと手早く動かして、オマエの必死なところ、見せろって。

ほらほらっ、シコシコ、シコシコシコっ。

先っぽを軽く握りこんで、シコシコシコっ。

アタシにハメてるイメージでさ、腰振り立てて、

あはっ、そうそう、マジ無様で、先走りだらだら垂らして、

あとちょっとで、出そうだな。

ほらぁ、竿先まで熱々のザーメン、上がってきて、

今すぐ射精したいんだろっ!?　シコシコシコ、シコシコシコっｖ



ほらぁ、このおまんこにしっかり狙いつけて、

ぷりっぷりの精子、思う存分、吐き出せってｖ

ほらほらほら、シコシコシコシコっ

びゅ～びゅ～びゅ～、びゅるるるる～～っｖ

（♪SE：射精音　３秒）

あんんんっ、お股に熱いのぉ、びしゃびしゃって、

浴びせられてぇ…はふ、あふぅ…

オマエも、やる気、充分だな…
だったら、ほらぁ、ザーメンまみれのドスケベまんこ、

こうやって、もっと指で、んんんっ、大きく拡げるから。

このぬるぬる、トロトロのアタシの中に、逞しいチンポ、ちょうだいっｖ

奥までめちゃくちゃにしてぇ…ね、ほらぁ、早くぅ…ｖ

（//正常位）

【正面・密着】

はぁはぁ、それぇ、凶悪そうに膨らんだ亀頭、んんっ、

おまんこに押しつけられてぇ、ふひ、くひぃ、

中からおツユぅ、いっぱひ滲んじゃって、ふぅ、ふぅっ…

遠慮すんなって、一気に来て大丈夫だから…
もう、オマエのチンポの形も、気持ち良さも、

全部ぅ、おまんこが覚えちゃってるんだよっ。

ぜぇ、はぁっ…アタシのここ、
ガバガバにした責任とって、早くハメろって！

なんで、じっとしてんだよぉ…はふ、あふっ…
ほらぁ、この奥に、蕩けきったメス穴に、オスマラっ、

ぶちこんでくれって…た、頼んでんだよっ。

おまんこに精液ぶっかけしたら、次は入れてくれるって、

そーいう話だっただろっ。

もう我慢できないんだよ。ビキビキにそり返った、

幼馴染のデカチンポっ、欲しい、欲しいのっｖ

お願いですからぁ、アタシにぶちこんでくださいぃぃッｖｖ

や、やっとぉ、入れてもらえ――

（♪SE：挿入ぐちゅ音）

んあ、んあああっ、んあおおおっ…くふ、んふぅ…



その調子で、奥までズブって、一気にチンポでえぐってぇｖ

（♪SE：挿入ぐちゅ音）

【左・密着】

はふ、あふぅ…やっぱり、何回入れられても、
このチンポのぶっとさぁ、たまんないって、はぁ、はぁはぁｖ

【左・密着囁き】

もう、焦らすのなしだからな…
いっぱい突いて、イカせまくってぇｖ

（◆：耳舐め、以降呂律回らず）

【左・密着】

その代わり、んちゅぱっ、こっちもオマエの耳舐めて、

いっぱい良くひて、んふ、やるからぁ…

それに、んれろ、れろぉ、れろれる、耳舐めしたらぁ、

ちゅぱ、ちゅばっ、んれろぉ、もっとオマエも興奮して、

ピストンもやめられなくなるだろ…っ…

んちゅぱ、ちゅぶぅ…はぁ、はぁっ…
こうやって繋がったままで、耳しゃぶるから、

いっぱい動いて、くれって――

（♪SE：ピストン音ゆっくり、以降）

あん、あんあん、ああっ…耳元で、はぁはぁっ、
エッチな声、だ、出しちまって、恥ずかしい…

【左・密着囁き】

ぜぇはぁ、はぁ…おまんこ混ぜられて、
気抜いたら、い、イキそう……

【左・密着】

あ、ああ、あっあーっ…！
硬いとこ、奥まれぇ、当たってぇ、ふひ、くひぃ、

気持ちいいの、子宮までビリビリぃ、クルぅッ…ｖ

はぁはぁ、アタシも負けないからな、

ちゅば、ちゅぶ、んちゅぶ、いっぱひツユダクれ、じゅるるぅｖ

耳の外側から舐めまわしてぇ、んふ、はふぅ、トロトロにして、

やるからぁ、んちゅば、ちゅぶ、ちゅばれろ、れろろぉｖ

（◆：耳舐め停止）



ぷはぁ…っ！

【正面・密着】

あひ、はひぃ、んいいっ、

おまんこの感度、上がってきてぇ、ああ、あーっｖ

エッチな声、我慢できなくなっちまってるｖ

オマエに喘がされるなんて、ううっ、なんか悔しいけど、

チンポの気持ちよさに勝てないの…あひぁ、あはぁぁッｖ

（◆：耳舐め、以降呂律回らず）

【右・密着】

はぁはぁ、ピストンが緩んだスキに、反対の耳も、舐めてくぞ。

やられっぱなしなんて、イヤだからな…

んれろ、れろぉ、んれろちゅば、はぁはぁ、

んんっ、ピストン緩んできて、耳舐めに圧倒されてるのか？

はふ、あふぅ、んあ、んあっ、んああっ…
その調子だって、もっと激しくしてくれても、

んちゅぱ、ちゅば、いいからっ…あう、あううっｖ

奥も、手前も、いっぱい擦られて、

いい、いいのぉ、気持ちよすぎてぇ、はぁはぁ……

【右・密着囁き】

アタシの子宮ぅ……これぇ、絶対、チンポ欲しがって、
んふ、くふぅ、んあふぅ……さ、下がってきてるぅ…ｖ

【右・密着】

ふぅ、ふぅっ…こっちも、おしゃぶり激しくしてくぞ。
んぢゅば、ちゅぶちゅぱ、ちゅぶれろ、じゅるるっｖ

唾液で耳がふやけるぐらい、舐めまわして、

あむぅ、はむっ、甘ぐわえもして、やるからぁ…
あむむ、んれろちゅぱ、ちゅぶ、ちゅばちゅぼ、んちゅぶぅｖ

んう、んううっ、なんだよ、急に腰ぃ、

荒っぽくブツけてきてっ、んん、んんんっ――

（◆：耳舐め停止）

んぶはぁ～っ！

【正面・密着】

らめぇ、そんなにおまんこの底に、

響くぐらい、チンポ先ぃ、打ちつけてくるの無しぃｖ



（♪SE：ピストン音激しく、以降）

んひ、くひぃｖ　言ってるそばから、はひぃっ、

おまんこの奥ばっかり、責めてくんなって。

ひぐ、ふぐぅ、んぐぐっ、緩んだ子宮口に、

ずぶって亀頭、潜ってきてぇ、あぐ、ふぐぅ、

赤ちゃんの部屋までぇ、お、おお、おおほぉ、

ぐちゅぐちゅっ、混ぜられひゃって。

子宮にズンズンって感じるのと、苦しいの同時にきて、

すごいッ、すごすぎてぇ、あひ、あひぃ、

頭、真っ白で、んひぃぃッ、もう、セックスのことしか、

オマエの立派なデカチンポのことだけしかっ、

ふぐぅ、んぐぐ、あぐぅんッ…考えられないッｖ

こんなに素敵で、気持ちいいチンポ様に、

早漏とか、ザコとか言っちゃって、ごめんなさいッｖ

あお、あおおっ、あおぅんっ…お腹の奥ぅ、
ずちゅずちゅ、混ぜられてぇ、このオスマラに完全敗北ぅ、

させられひゃってますぅ、おひ、おひぉ、おほぉぉッｖ

実はアタシ、オマエのことも、デカいチンポのことも、

気になりすぎて、んおっ、それでぇ…はぉ、はぉぅッ…

つい、イジめちゃってけどぉ、ひお、ひおおっ、

ほんとは好き、好きぃ…また、落ち着いたら、んぐ、ひぐぅ、
告白とか、するつもりだったけど…

【左・密着】

今、このチンポにわからされてぇ、お、おひ、おひぉ…
全部、ぶちまけちゃったぁ…おっおおーっ…ｖ

アタシ、もうイグぅ、イグぅんっ…ｖ
子宮までめちゃくちゃにされてぇ、

ほぉ、ほぉぅ、思い切りアグメっひゃうのぉ…ｖ

おお、おおおっ…おっおおーっ…ｖ
もう限界ぃ…おっほぉおおぉーッ…ｖ

（♪SE：ピストン音停止）
（♪SE：射精音　５秒）

【左・密着囁き】

あう、あうう…あうぁああぁぁ…ｖ
ドロドロのこってりザーメン……ドバドバぁ……



子宮にナマ出しされてぇ…これ、好きぃぃ…ｖ

（♪SE：ピストン音激しく、以降）

【左・密着】

しかも、まだぁ、おっ、おっおっ、おおっｖ

奥で動きながら、くふぅ、精液出されてぇ、んふぅんっｖ

アタシぃ、マジでガチの種付けプレスぅｖ

されちまってぇ…ひぐぅ、はぐぅっ…んぐぐぅ…
またぁ、イっぐぅぅーッ…ひっぎぃいいぃーッｖｖ

（♪SE：ピストン音停止）
（♪SE：射精音　５秒）

【左・密着囁き】

あえ、あええ、あふええ…はぁ、はぁはぁ…
これぇ、安全日とか関係なしで、赤ちゃんできちゃうヤツぅ。

はふぇ、あふぇぇ…あ、アタシがナマイキでしたぁ…ｖ

幼馴染のデカマラに絶対、勝てないことぉ、

ぜぇはぁ、チンポで徹底的に、わからされましたぁ…ｖ

あぇ、あぇぇ…あうぇぇ…んぇぇ…
まだぁ、い、イったままで、連続アクメぇ、とまらないぃぃ…

【左・密着】

ふぅ、ふぅっ…はぁはぁ…
なんとか、イクの…収まって、きた、かも…

チンポ入れたままで、いいって…そのままぁ…
はふ、あふぅ…

あ…一応、言っとくけど…
今、セックスしながら口走ったこと…全部、でまかせだからな。
いちいち信じるなよ…んふ、くふぅ…

おまんこ、完全にゆるゆるのガバまんで、オマエでしか、

満足できなくなってるかもだけど、はひ、あひぃ…
このアタシが簡単に屈服するとか、

絶対の、ぜ～ったいに、勘違い、するんじゃあねえぞ。

けど…オマエ、幼馴染だし……体の相性も悪くないし、
ま…ちょっとは、好きｖ　かもな…

あ、その……セックスは、気持ちいいし……
毎日やろうぜ。どうせウチも近いし、いいだろ…



両親にバレないようにだけ、気をつけよーぜ。

んじゃ、これからも、よろしく頼むぜ……んちゅぱっ。


